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論  文  内  容  の  要  旨  
 

 

 CD44 は癌幹細胞マーカーとして機能する。選択的スプライシングにより CD44 バリアン

トアイソフォーム 9（CD44v9）が生成される。癌幹細胞は様々な癌種で上皮間葉移行（EMT）
と関連するが、食道扁平上皮癌（ESCC）におけるそれらの役割はほとんど明らかになってい

ない。そこで、我々は CD44v9 発現、EMT および ESCC 患者の臨床病理学的特徴の関係を明

らかにすることを本研究の目的とした。腫瘍中心部と比較し腫瘍先進部で、また、原発巣と

比較しリンパ節転移巣で CD44v9 発現は高かった。腫瘍先進部における CD44v9 の高発現は

腫瘍の深達度および全生存率・無再発生存率の不良と有意に関連があった。ESCC 細胞に EMT
を誘導する transforming growth factor‐βで刺激すると CD44v9 発現は上昇した。さらに、

CD44v9 発現を抑制すると ESCC 細胞の遊走能および浸潤能が低下した。腫瘍の幹細胞化に

誘導される腫瘍先進部での CD44v9 発現は EMT および ESCC 患者の予後不良と強い関連が

あったことを本研究は示している。それゆえ CD44v9 は ESCC に対する新しい予後予測バイ

オマーカーおよび治療標的となる可能性がある。  
 
 


